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中学理科プリント（過去問類似）
火山・地震・地層

名前 得点

　／9

問1 火山の仕組みを理解するためのモデル実験を考えます。紙皿の中央に穴を開けてパイプを通し、地表に見立てた紙皿の上へ、
地下から押し出されるように型どり剤を噴出させました。この実験において、パイプを通って紙皿の上に広がり出た物質は、
実際の火山における何を表していますか。 （2024年　三重公立入試　類似）

1.  溶岩 2.  マグマだまり 3.  火口 4.  火山岩

問2 地震が発生したとき、震源から離れた観測地点で最初に観測される小さな揺れ（初期微動）と、その後に続く大きな揺れ（主
要動）について、地震波の性質から説明したものとして正しいものはどれですか。 （2022年　高知公立入試　類似）

1.  速いP波が先に到達して初期微
動を引き起こし、遅いS波が後か
ら到達して主要動を引き起こす

2.  速いS波が先に到達して初期微
動を引き起こし、遅いP波が後から
到達して主要動を引き起こす

3.  P波の方が揺れのエネルギーが
大きいため、S波よりも先に観測
地点に到達する

4.  P波とS波は震源で異なる時刻
に発生するため、観測地点への到
着に時間差が生じる

問3 地震が発生したとき、その地震そのものの規模や、放出されるエネルギーの大きさを表す指標を何といいますか。 （2021年　岩手公立

入試　類似）

1.  震度 2.  マグニチュード 3.  震央距離 4.  初期微動継続時間

問4 ある地層を調査したところ、ナウマンゾウの化石が発見されました。この化石を手がかりとしたとき、この地層が堆積した地
質年代として適切なものはどれか答えなさい。 （2023年　山形公立入試　類似）

1.  新生代 2.  中生代 3.  古生代 4.  先カンブリア時代

問5 マグマが地表付近で急激に冷えて固まってできた火山岩の表面を観察すると、肉眼では見分けがつかないほど細かい粒が集ま
った部分の中に、比較的大きな結晶がまばらに散らばっている様子が見られます。このような岩石の組織を何といいますか。

（2014年　三重公立入試　類似）

1.  斑状組織 2.  等粒状組織 3.  柱状節理 4.  しゅう曲構造

問6 サンゴや貝殻などの生物の死がいが積み重なってできた堆積岩の一種で、うすい塩酸をかけると激しく泡を出してとける性質
を持つ岩石の名前を選択してください。 （2024年　福井公立入試　類似）

1.  石灰岩 2.  チャート 3.  凝灰岩 4.  砂岩

問7 ある地点で大きな地震が発生したとき、その地震の「マグニチュード」の性質について説明したものとして正しいものを次の
中から選びなさい。 （2019年　岩手公立入試　類似）

1.  1つの地震に対して、観測地点
によらず原則として1つの値に決
まる。

2.  震源から遠い地点ほど、マグニ
チュードの値は小さくなる。

3.  地盤が柔らかい地点ほど、マグ
ニチュードの値は大きくなる。

4.  地震の発生した深さが深いほ
ど、マグニチュードの値は小さく
なる。

問8 地下深くに存在するマグマが冷えて固まってできた岩石と、地表に積み重なった土砂がその重みによって長い年月をかけて押
し固められてできた岩石の組み合わせとして、適切なものはどれですか。 （2022年　東京公立入試　類似）

1.  火成岩と堆積岩 2.  堆積岩と火成岩 3.  変成岩と堆積岩 4.  火成岩と深成岩

問9 桜島などの火山付近で観察される、地表に流出したマグマが急激に冷えて固まってできた岩石の様子や特徴について、最も適
切な説明はどれか。 （2023年　鹿児島公立入試　類似）

1.  表面にゴツゴツとした凹凸が見
られたり、気泡が抜けた跡が残っ
たりすることがある

2.  大きな結晶のみが隙間なく組み
合わさった、等粒状組織というつ
くりを持つ

3.  長い時間をかけて地下深くで冷
え固まるため、一つひとつの鉱物
が大きく成長している

4.  生物の死がいや火山灰が水中で
積み重なってできたため、層状の
模様が見られる
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
溶岩

地下のパイプを通っている状態の物質はマグマに相当しますが、地表に見立てた紙皿の上に流れ出
た時点で、それは溶岩を表すことになります。地表へ流れ出たという状態の変化に着目することが
重要です。

問2 答え 1
速いP波が先に到達して初期微動を引き
起こし、遅いS波が後から到達して主要
動を引き起こす

地震が発生すると、震源からは性質の異なる2種類の波が同時に発生します。このうち、進行方向
に並行に振動するP波（Primary wave）は、進行方向に垂直に振動するS波（Secondary wave）
よりも伝わる速さが速いという物理的性質があります。そのため、震源から離れた観測地点には必
ずP波が先に到達し、その後にS波が到達します。この到着の差が、初期微動と主要動という揺れ方
の違いとして現れます。

問3 答え 2
マグニチュード

地震そのものが持つエネルギーの大きさを表す指標はマグニチュードと呼ばれます。これに対し、
各地点における揺れの強さを段階的に表したものは震度であり、地震の規模を示すマグニチュード
とは明確に区別されます。

問4 答え 1
新生代

ナウマンゾウは、日本の新生代（第四紀）を代表する示準化石です。示準化石は特定の年代に広い
範囲で繁栄した生物であり、ナウマンゾウが見つかることは、その地層が新生代に堆積したことを
示す決定的な証拠となります。なお、中生代であればアンモナイトや恐竜、古生代であればサンヨ
ウチュウやフズリナが代表的な示準化石です。

問5 答え 1
斑状組織

火山岩はマグマが地表や地表付近で急冷されてできるため、大きな結晶である斑晶と、急冷されて
大きな結晶になれなかった微細な粒の集まりである石基からなる「斑状組織」を示します。これに
対し、地下深くでゆっくり冷え固まった深成岩は、すべての結晶が大きく育った等粒状組織となり
ます。

問6 答え 1
石灰岩

サンゴや貝殻の主成分である炭酸カルシウムを多く含む岩石は石灰岩と呼ばれます。この炭酸カル
シウムが塩酸と反応することで気体が発生します。一方、見た目が似ているチャートは二酸化ケイ
素が主成分であり、塩酸をかけても反応しないため、これによって両者を区別することができま
す。

問7 答え 1
1つの地震に対して、観測地点によらず
原則として1つの値に決まる。

マグニチュードは震源で放出されたエネルギー量に基づく「地震そのものの大きさ」を定義したも
のであるため、1つの地震に対して値は1つだけ定まります。震源からの距離や地盤の影響によって
変化するのは、各地点での揺れの程度を示す「震度」であり、マグニチュードが場所によって変化
することはありません。

問8 答え 1
火成岩と堆積岩

マグマが冷えて固まって形成される岩石を火成岩と呼び、火山岩や深成岩に分類されます。一方
で、れき、砂、泥、生物の死骸などが積み重なり、その重みで圧密されて形成される岩石を堆積岩
と呼びます。

問9 答え 1
表面にゴツゴツとした凹凸が見られた
り、気泡が抜けた跡が残ったりすること
がある

溶岩は地表付近で急激に冷えて固まるため、マグマに含まれていたガス成分が抜けた跡の穴が開い
たり、流れながら固まることで表面がゴツゴツとした岩石になったりします。大きな結晶が組み合
わさった等粒状組織は、地下深くでゆっくり冷え固まる深成岩の特徴です。また、層状の模様や生
物の死がいが見られるのは堆積岩の特徴であり、溶岩の特徴とは異なります。


